
「
日
本
で
は
、
災
害
は
必
ず
来
る
と
い
う
意
識
を

何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
広
め
、
防
災
の
重
要
性
を

実
践
的
に
教
え
て
い
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
で
す
」

中
米
防
災
セ
ン
タ
ー
所
属
の
マ
リ
ア
・
エ
ウ
ヘ

ニ
ア
・
ソ
ト
さ
ん
（
28
）
が
言
う
。
彼
女
は
、
2

0
0
5
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
日
本
で
実
施
し
た
「
中

米
広
域
防
災
研
修
」（
１
カ
月
間
）
に
、
国
家
防
災

調
整
局
の
エ
ベ
ル
・
ガ
ル
シ
ア
さ
ん
（
39
）、
グ
ア

テ
マ
ラ
市
役
所
社
会
開
発
部
の
グ
ス
タ
ー
ボ
・
ビ

ジ
ャ
ル
カ
さ
ん
（
28
）
と
と
も
に
参
加
し
た
。
3

人
は
そ
の
成
果
を
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
支
援
す
る
「
グ
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一人一人が築く
家族の安心、
地域の安全
グアテマラは、地震国であると同時に、1998年の
「ミッチ」、2005年の「スタン」など、多くのハリケー
ンにも襲われてきた。自然災害発生時に最も大き
な被害を受けるのはいつも、粗末な家に住み、備
えのない貧困層の人々だ。そんな中、首都グアテマ
ラ市では、JICAの支援のもと、スラム地区の住民
が自らを守る手段を身に付けようと奮闘している。

よ
る
防
災
体
制
を
築
い

て
、
住
民
が
市
役
所
な

ど
と
連
携
し
、
自
ら
の

努
力
で
地
域
の
安
全
を

確
保
で
き
る
環
境
と
文

化
を
形
成
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
8
地
区
で
の

実
施
を
予
定
し
て
い
た

が
、
周
辺
地
区
か
ら
の

希
望
が
多
く
、
活
動
は

拡
大
し
て
き
た
。

グ
ア
テ
マ
ラ
市
で

は
、
1
9
9
6
年
ま
で

36
年
間
続
い
た
内
戦
に

ア
テ
マ
ラ
市
８
ス
ラ
ム
地
区
・
地
震
災
害
危
機
管

理
の
た
め
の
ロ
ー
カ
ル
能
力
形
成
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
事
業
」
※
を
通
し
て
生
か
そ
う
と
試
み
て
い
る
。

「
グ
ア
テ
マ
ラ
人
は
、
災
害
に
対
す
る
危
機
感
が

少
な
い
。
人
々
が
防
災
意
識
を
持
ち
、
自
ら
考
え

行
動
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
、
大
切
な
の

で
す
」
と
、
グ
ス
タ
ー
ボ
さ
ん
。
そ
の
た
め
に
日

本
を
見
習
い
、
ま
ず
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
意
識

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
教
育
省
に
依
頼
し
、
学

校
行
事
の
一
つ
に
「
防
災
デ
ー
」
を
設
け
て
も
ら

っ
た
。
ま
た
、
グ
ア
テ
マ
ラ
市
に
あ
る
子
ど
も
博

物
館
内
に
、
災
害
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
作
っ
た
。

こ
の
事
業
は
、
自
然
災
害
に
対
し
て
脆
弱

ぜ
い
じ
ゃ
く

な
ス

ラ
ム
地
区
で
、
防
災
教
育
を
行
い
、
地
域
住
民
に
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災
害
は
必
ず
来
る
、
と
い
う
意
識
が

大
切

グアテマラ
GUATEMALA

グアテマラ市。首都圏の人口は約240万といわれ、総人口の2割強
がこの町に集中している。貧困層と富裕層は異なる地域に分かれ
て暮らす

「エスフエルソⅠ」地区の入り口に立つ、危険地域と避難所・ルートを示す図
を説明するグアテマラ市役所のグスターボさん。事業は、各地区でこうしたボ
ードを作り、設置することを推進している

防災研修会で、意見を出し合う「ベインティクアトロ・デ・ディシエンブレ」地区
の住民たち。中央奥の机の上にあるのは、防災の基本姿勢・知識を示す資料本、
その右後方に見えるのは、参加者から出された意見が書き込まれた表だ。この
会場は、比較的広い家に住む住民に提供してもらった

谷間の斜面に張り付くスラム地区。こうした地域に暮らす人々は、日雇いの
建設労働など、定収入のない「インフォーマルセクター」で働く。グアテマ
ラの人口の約6割を占める「貧困層」の一員だ

※この事業には、昨年からグアテマラを含む中米6カ国で実施されている「中米
広域防災能力向上プロジェクト：“BOSAI”」のチーフアドバイザー・大井英臣専
門家やコミュニティー防災専門の荒木田勝専門家、同プロジェクトと関連プロジ
ェクト全体の調整役・山下巖専門家も協力している。3月には、土砂災害の短期
専門家が国家防災調整局に派遣され、各地区で技術アドバイスを行う。



あ
る
危
険
な
事
柄
を
皆
で
挙
げ
て
い
く
。
今
夜
の
よ

う
な
大
雨
だ
と
倒
れ
そ
う
な
木
、
崩
れ
か
け
た
壁
、

ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど
な
ど
。

次
に
、「
こ
れ
ら
の
危
険
は
、
私
た
ち
に
ど
ん
な
影

響
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
？

危
険
の
源
は
･
･
･
」

と
、
オ
ス
カ
ル
さ
ん
が
、
生
ま
れ
得
る
被
害
、
危
険

の
源
、
自
分
た
ち
が
取
れ
る
対
策
、
い
つ
誰
が
そ
れ

を
や
る
か
と
い
う
実
施
方
法
、
の
順
に
、
住
民
に
問

い
掛
け
る
。
そ
し
て
、
皆
が
挙
げ
る
答
え
を
、
前
に

張
っ
た
表
に
書
き
込
ん
で
い
く
。

「
壁
の
補
修
は
、
市
に
相
談
す
る
べ
き
で
す
」。
一

人
が
そ
う
言
う
と
、
別
の
人
が
「
材
料
提
供
は
頼
む

に
し
て
も
、
作
業
は
自
分
た
ち
で
や
ら
な
い
と
。
何

で
も
市
が
や
っ
て
く
れ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
は

問
題
で
す
」。
ど
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
他
人
任
せ
の

発
言
が
出
る
と
、
ほ
か
の
誰
か
が
自
助
努
力
を
主
張

す
る
。
そ
う
や
っ
て
、
少
し
ず
つ
皆
の
防
災
に
対
す

る
主
体
的
な
行
動
意
識
が
養
わ
れ
て
い
く
。

最
後
に
再
び
グ
ロ
ー
リ
ア
さ
ん
が
、
全
員
で
輪
に

な
っ
て
ボ
ー
ル
を
パ
ス
す
る
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
会
を

こ
う
締
め
く
く
っ
た
。

「
ゲ
ー
ム
で
も
そ
う
で
す
が
、
防
災
に
お
い
て
も
、

皆
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
取
り
合
っ

て
行
動
す
る
こ
と
が
、
成
功
の
秘
訣
で
す
」

各
地
区
を
回
り
、
住
民
と
研
修
会
を
企
画
、
実
施

し
て
き
た
オ
ス
カ
ル
さ
ん
と
グ
ロ
ー
リ
ア
さ
ん
は
、

そ
の
難
し
さ
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
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「
麻
薬
組
織
や
ギ
ャ
ン
グ
団
が
台
頭
す
る
な
ど
、
治

安
に
問
題
が
あ
る
地
区
が
多
い
の
で
、
自
然
災
害
に

限
ら
ず
、
い
ろ
ん
な
危
険
に
皆
で
対
処
す
る
意
識
を

育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
住
民

の
人
間
関
係
に
も
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住

民
の
教
育
水
準
が
低
い
の
で
、
資
料
や
話
の
内
容
も
、

誰
も
が
分
か
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
ま
す
」

事
業
を
通
し
て
、
人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題

を
克
服
し
な
が
ら
、
自
ら
の
力
で
家
族
の
安
心
と
地

域
の
安
全
を
守
ろ
う
と
、
地
道
な
努
力
を
続
け
て
い

く
。

追記：取材にご協力いただいたグスターボ・ビジャルカさんは交通事故で
昨年11月に逝去されました。心からご冥福をお祈りいたします。

事業を担当・推進するスタッフ。右から、グアテマラ市役所社会開発部のグスターボさ
んとその上司、中米防災センターのマリア・エウヘニアさん、JICA企画調査員の田中健
紀さん、国家防災調整局のエベルさん

テ
ィ
ク
ア
ト
ロ
・
デ
・
デ
ィ
シ
エ
ン
ブ
レ
」
で
、
住

民
の
た
め
の
防
災
研
修
会
が
開
か
れ
た
。
参
加
者
は

約
30
人
。

最
初
に
、
研
修
担
当
の
専
門
家
グ
ロ
ー
リ
ア
・
ヤ

ク
ス
さ
ん
（
41
）
が
、
参
加
者
の
気
持
ち
を
ほ
ぐ
す

た
め
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
続
い
て
研
修
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
オ
ス
カ
ル
・
ブ
ラ
ン
さ
ん
（
31
）
が
、
絵

で
示
さ
れ
た
資
料
を
用
い
て
防
災
の
基
本
姿
勢
・
知

識
の
復
習
を
す
る
。
そ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
本
番
だ
。

ま
ず
は
オ
ス
カ
ル
さ
ん
の
呼
び
掛
け
で
、
地
域
に

市の北東部、第18区にあるスラム地区。ここでは地震や地滑りの危険に加え、汚水の放置やご
みの不法投棄、少年ギャング団による犯罪もあり、問題が複雑化している

よ
る
国
内
避
難
民
の
流
入
と
都
市
化
を
背
景
に
、

こ
こ
数
十
年
の
間
に
人
口
が
急
増
、
ス
ラ
ム
も
拡
大

し
た
。
現
在
、
貧
困
層
約
4
万
世
帯
が
、
今
に
も
崩

れ
落
ち
そ
う
な
斜
面
な
ど
、
危
険
な
地
域
に
暮
ら

す
。

「
本
来
な
ら
ば
、
居
住
に
適
し
た
土
地
に
移
住
を

進
め
る
の
が
最
善
で
す
が
、
社
会
的
な
コ
ス
ト
を

考
え
る
と
、
そ
れ
は
不
可
能
。
だ
か
ら
こ
そ
、

人
々
の
生
活
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
こ
の
事
業

が
重
要
な
の
で
す
」
と
、
3
人
は
言
う
。

町
の
北
側
か
ら
西
の
環
状
線
道
路
に
入
る
と
す
ぐ
、

と
て
つ
も
な
く
深
い
谷
に
架
か
る
橋
を
通
過
す
る
。

橋
の
左
右
に
は
、
谷
間
の
切
り
立
っ
た
斜
面
に
張
り

付
く
よ
う
に
ス
ラ
ム
地
区
が
広
が
る
。
そ
の
一
つ
、

「
サ
ン
タ
・
ル
イ
サ
・
デ
・
ロ
ス
・
ミ
ラ
グ
ロ
ス
」
は
、

女
性
パ
ワ
ー
で

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

1
8
0
世
帯
が
暮
ら
す
坂
の
町
だ
。

「
私
は
76
年
の
地
震
（
全
国
で
2
万
人
以

上
、
こ
の
地
区
で
3
家
族
が
死
亡
）
も
、

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
ミ
ッ
チ
も
経
験
し
ま
し
た
。

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
）
研
修
会
で
防
災
知
識
を
得

た
お
か
げ
で
、
今
は
何
が
起
き
て
も
落
ち

着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

そ
う
語
る
マ
リ
ア
・
ラ
ウ
ラ
・
メ
ン
ド

ー
サ
さ
ん
（
45
）
は
、
地
区
ご
と
に
作
ら

れ
た
住
民
組
織
「
コ
ミ
テ
・
ウ
ニ
コ
・

デ
・
バ
リ
オ
ス
（
Ｃ
Ｕ
Ｂ
）」
の
メ
ン
バ

ー
。
Ｃ
Ｕ
Ｂ
の
仲
間
と
防
災
研
修
会
に
参
加
し
、
協

力
し
て
、
避
難
所
・
ル
ー
ト
の
表
示
、
崩
れ
や
す
い

道
の
舗
装
、
土
砂
崩
れ
防
止
の
壁
建
設
な
ど
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
事
業
を
通
じ
て
の
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
て
き
た
。
マ
リ
ア
・
ラ
ウ
ラ
さ
ん
の
娘
ア
ウ
リ
さ

ん
（
12
）
も
、「
も
う
地
震
が
来
て
も
、
走
ら
ず
に
落

ち
着
い
て
避
難
す
る
、
電
柱
か
ら
離
れ
る
、
と
い
っ

た
こ
と
が
守
れ
る
わ
」
と
胸
を
張
る
。

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
地
区
は
大
抵
、
火
山
性
の

崩
れ
や
す
い
地
盤
の
斜
面
に
築
か
れ
て
お
り
、
大
雨

が
降
る
だ
け
で
地
滑
り
が
起
き
、
家
屋
が
倒
壊
す
る
。

不
衛
生
な
環
境
の
た
め
に
、
雨
が
感
染
症
を
も
た
ら

す
こ
と
も
多
い
。
だ
か
ら
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
に
は
、
物
理
・
精
神
的
備
え
が
重
要
な
の
だ
。

26
世
帯
が
住
む
地
区
「
エ
ス
フ
エ
ル
ソ
Ⅰ
」
で
も
、

防
災
努
力
が
進
む
。

地
区
の
入
り
口
に
は
、
災
害
発
生
時
の
危
険
地
域

や
避
難
所
・
ル
ー
ト
な
ど
を
示
し
た
図
の
ボ
ー
ド
が

立
て
ら
れ
た
。
姉
と
と
も
に
防
災
事
業
に
か
か
わ
る

ベ
ロ
ニ
カ
・
デ
ィ
ア
ス
さ
ん
（
38
）
は
、「
ハ
リ
ケ
ー

ン
・
ミ
ッ
チ
に
襲
わ
れ
た
時
、
近
所
の
女
性
が
一
人

亡
く
な
り
、
４
人
の
孤
児
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
う

い
う
こ
と
が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
、
防
災
意
識
を

広
め
た
い
ん
で
す
」
と
、
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
ベ
ロ
ニ
カ
さ
ん
は
こ
の
地
区
の
Ｃ
Ｕ
Ｂ

代
表
。
彼
女
を
含
む
、
女
性
10
人
が
防
災
研
修
会
に

参
加
し
た
。
ス
ラ
ム
地
区
で
は
、
女
性
の
ほ
う
が
暮

ら
し
の
安
心
に
つ
な
が
る
活
動
に
積
極
的
な
よ
う
だ
。

雨
の
降
り
し
き
る
夜
、
谷
沿
い
の
地
区
「
ベ
イ
ン

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
を

乗
り
越
え
て

自然災害に対して脆弱なスラム地区では、住民が行き
来する道も急傾斜にあり、細く狭い。危険な上、雨や土
砂崩れで容易に通行不能になることが、大きな問題だ

「サンタ・ルイサ・デ・ロス・ミラグロス」地区
のマリア・ラウラさん（右）と娘アウリさん。防
災研修会で得た知識を近隣住民にも広める
ことが、今の目標だ


